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3．平成 16 年度以降の調査・検討計画について 

3-1．今後の検討計画 

平成 15年度までの調査・検討により、 
① 流域の気象、水文の概要 
② 流域の河川水の平均的な収支（概略）と課題 
③ 土地利用の変化と河川流出率の変化（概略）の関係と課題 
④ 流域の水理地質の概要 
⑤ 湿原の地下水位分布 
⑥ 久著呂川（モデル河川）における原単位・発生源別負荷量 
⑦ 東部 3湖沼のアオコ発生状況と水質の現状（概略） 

 等を把握した。 
水循環系に関する検討では、各施策の実施計画策定に必要な事項など、早期に検討す

べき個別の課題に対処しつつ、１章に示した作業目標(案)及び水循環系の保全に関する

目標(案)を達成するための調査・検討に取り組んでいくことを計画する。 

平成 16 年度の検討事項（計画）と作業目標(案)の関係を次の表 3-1-1 に、平成 16 年
度～17年度の作業計画フローを次ページの図 3-1-1に示す。 

表 3-1-1 平成 16 年度の検討事項（計画）と作業目標(案)の関係 

 
 
 
 
 

 

No. 平成16年度の検討事項（計画）

1 流域の地形発達史、水理地質構造の把握 ① 流域の水循環系の現状と課題の把握

2 流域の水収支の把握
3 湿原植生の変化と地下水位の関係把握
4 河川水環境の保全
5 東部3湖沼の水質及び水生植物の保全 ③ 右岸堤の影響の推定

〔短期作業目標(案)〕

各施策の実施計画策定に必要な事項
の推定・把握（p.4表1-2-1参照）④

流域の面開発、河川のｼｮｰﾄｶｯﾄ、排
水路整備等による影響の推定（水
位、水質、流出率の変化について）
②

水循環系の保全に関する

〔短期目標(案)〕

〔中期目標(案)〕

　・湿原の望ましい地下水の保全
　・湿原を中心とした物質循環の保全

　・水位、水質の保全（環境変化の主要因になっていて、かつ、現状を改変した際の影響が
　　比較的小さい過去の影響要因の軽減による）

〔中期作業目標(案)〕

自然の変化の状態を維持していたと考えら
れる時代の地下水位の推定

持続可能な（努力により達成・維持できる）
水循環系の設定

流域の水・物質移動の機構解明、過去の影
響要因により生じた環境変化の過程の推定

③

②

①

　短期作業目標を達成し、その
段階における成果を最大限活用
して中期作業目標に取り組む。



 

 
 

 

【収集する情報：下記の１次情報】
　・土地利用（市街地、牧草地、農地、裸地等）、河川、人口・産業等の変遷
　　と現状に関する情報
　・湿原に設置された構造物の規模・形状及び設置履歴に関する情報
　・降水量（水供給量）
　・積雪深（以後の検討で水供給量に換算する）
　・気温、日照時間
　・河川の水位及び流量（表面流出量）
　・地下水位
　・湧水量
　・河川からの取水量、地下水揚水量（損失水量）
　・既往の空中写真
　・既往の植生区分図
　・動植物の生息・生育状況に関する情報
　・河川及び湖沼の水質
　・流砂量
　・地形図及び測量成果等の地形に関する情報
　・地質図及びボーリング柱状図等の地質に関する情報
　・他（学術論文：既往の河川、地下水、動植物、地形・地質等に関する
　　研究成果等）
※上記の項目には、程度に差があるが既に収集済みのものもある。

次の事項をそれぞれ時系列でとりまとめる。
■流域において過去に行われた人為改変の位置、範囲、内容、規模等
■流域における変化（人為による直接改変以外の変化）流域の物質収支の把握

　 河川水環境の保全に向けたモデル河川（久
著呂川）における調査・検討を継続して実施
し、流域の特性を考慮した各種対策の効果を
検証できるようなモデルを構築する。
　 この成果を流域に展開し、施策の調査・検
討、効果の予測・評価に資するとともに、流域
を対象とした解析を行って流域の物質収支を
把握する。

水循環系の変遷の把握
　・農地、牧草地等の造成
　・農業排水路の整備
　・河川のショートカット
　・湿原内における構造物の設置
　・人間の自然に対する不適切な行動（ゴミの不法投棄、汚濁負荷の垂れ流し等）
等による影響と自然からの応答を上記でとりまとめた情報（調査・検討成果）をもとに推定し、湿原
変化の影響因子及び各影響因子の影響度合いについて検討する。

流域の水循環系の現状と課題の整理

必要な情報を取得するための調査計画の立案

【社会環境】
・土地利用、河川、人口・産業等の変遷と
　現状に関する情報
・湿原に設置された構造物の規模・形状及び
　設置履歴に関する情報

【気象】
・降水量（水供給量）
・融雪量（水供給量）
・気温、日照時間
・蒸発散量

【河川・湖沼】
・河川の水位、流量、流況
・河川水取水量（損失水量）
・河川及び湖沼の水質
・土砂、栄養塩負荷量

【地形・地質】
・流域の地形に関する情報（数値地図、地形
　分類図、傾斜区分図、起伏量・谷密度図、
　平面測量・河川の縦横断測量成果等）
・流域の地質に関する情報（水平・鉛直地質
　分類図、ボーリング柱状図等）

２
次
情
報

１
次
情
報

流域の水循環系に関する情報

水循環系の現状の把握（可能な範囲で上記の作業と並行して進め

地形・地質発達史・水理地質構造の概要把握
　 既往の調査・検討・研究成果及び地質踏査
の結果等から、流域の地形・地質発達史及び
水理地質構造を把握、あるいは、推定する。

流域の水収支の把握
　 上記の情報に基づいて流域への水供給
量、損失水量、流出水量及び地下水位分布
等をとりまとめ、地下浸透量及び中間流出量
等を推定することで流域の水収支を把握す
る。

収集した情報の内容、技術水準に応じたとりまとめ
（情報のとりまとめは、右記の体系に基づいて行う）

流域の自然環境・社会環境特性及び気象・水文・水質に関する情報の収集

情報体系
１次情報：データ（自記記録計による観測結果、その他の現地調査結果等）
２次情報：目的に応じた基本整理（情報編集）を行ったデータ
３次情報：目的に応じた技術的な判断を行うために編集した情報

【現状で不足していると考えられる情報】
①湿原における河川水位分布
②湿原内及び湿原を中心とした流域の流量配分
③湿原における物質（土砂、栄養塩類）移動の実態

【不足している情報を取得するための現地調査】
①湿原における河川水位観測
②湿原内河川水位観測地点における河道横断形
状及び流速の測定⇒流量の把握
③湿原内河川水位観測地点における流砂量、栄養
塩観測⇒移動する負荷量の把握

以後の検討を行う上で不足していると考えられる情報の抽出

以後の検討を行う上で不足していると考えられる情報の抽出

必要な情報を取得するための調査計画の立案

現
地
調
査
の
実
施

必
要
に
応
じ
て
実
施

現地調査を行った場合は、得た情報
を逐一検討に反映させる。

イメージ図

水 循 環 系 の 保 全 に 向 け た 当 面 の 作 業 計 画

作業工程計画

平成16年度

平成17年度

平成17年度

【地下水・湧水】
・地下水位
・湧水量
・地下水揚水量（損失水量）

・観測データ（数値データ）
・現地調査結果（野帳レベルのデータ）

【生態系、その他】
・植生区分図
・土壌図
・空中写真（垂直、斜め）

平成16年度

平成16～17年度

”湿原植生の変化と地下水位の関係”及び”過
去と将来の湿原地下水位”の推定・把握
　湿原の地下水位観測データ及び流域の水
文・気象データをとりまとめ、地下水シミュレー
ションを行うことで開発以前及び施策着手後
の湿原地下水位を推定する。
　併せて、湿原植生の変化と地下水位の関係
について検討し、植生変化の要因を推定す
る。

図3-1-1　水循環系の保全に向けた当面の作業計画
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3-2．平成 16 年度の調査・検討計画 

 

3-2-1．釧路湿原周辺の地形発達史と水理地質構造の把握に向けた調査・検討計画 

釧路湿原の保全・再生の問題を検討する

ためには、釧路湿原の現在の環境を、でき

る限り自然の移り変わりの中で評価（相対

化）する必要があると考えられる。これは、

釧路湿原の今の姿が、人為的な影響による

ものか、あるいは湿原の環境変遷の一過程

であるのかを判断するためである（図

3-2-1）。その評価のためには、釧路湿原が
形成時からどのような過程をたどって発達

してきたかを知ることが求められる。 
湿原の一般的な環境変遷は、陸化に向か

う傾向にある。これは、湿原に注ぎ込む河

川により供給される土砂が堆積することや、

湿原自体が低層湿原から高層湿原に移行す

るというプロセスで起こる自然現象である。

ただし、個々の湿原の発達は、周辺の地形・

地質条件や気候条件などに大きく左右され

るため、一様な過程をたどるとは限らない。

釧路湿原は、今から約 3、000 年前にその
原形が形成されたと考えられており、現在

でも面積の約 80％が低層湿原によって占

められている。この釧路湿原が、今までにど

のような環境変遷をたどってきたかは明らか

になっていない。 
以上のことを踏まえ、釧路湿原およびその周辺の地質調査を実施し、釧路湿原の発達過

程をその形成時から検討することを計画する。 

地質調査は、湿原周辺の地質踏査および湿原内のボーリング調査とする。このうち平成

16 年度は、湿原周辺の地形発達史および水理地質構造等を把握する際の基礎資料の整備等

を目的として、湿原周辺の地質踏査等を行うこととする。 
 

図 3-2-1 釧路湿原の評価のイメージ 

10,000

1,000

100

10

現在

6,000年前 海進ピーク(古釧路湾)

湿原形成3,000年前
海退

将来

本来の姿は?

現状は?

低層湿原 陸化

自然再生の目標とは?

湿原の自然推移

(釧路湿原はどのラインか?)

自然推移のラインと現状の
ギャップを評価することが重要

釧路湿原はどのラインか?
過去の変遷を解明する。
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3-2-2．流域の水収支の把握に向けた検討計画 

 これまでに行った既往の観測データに基づく概略検討では、 
 湿原から流出する河川水量が湿原流入水量を上回っている要因（参考：巻末の資
料編 p.15） 

 近年 10年程度の間に見られる河川流出率上昇の要因（参考：巻末の資料編 p.16） 
等に未解明な部分が残っており、今後の課題の 1つになっている。 
 流域の水収支は、水循環系の保全を図る上で基礎的、かつ、重要な事項であり、各施

策の実施計画策定段階においても重要な情報の 1つになる。 
 そこで、平成 16 年度は、解析等により流域に供給された水の流出経路を推定し、流域

水収支の概略把握に向けた検討を行うことを計画する。この検討は継続して実施し、流

域の水循環系に関する情報（気象・水文情報、湿原内の水の移動・流出に関する実測デ

ータ、水理地質構造等）の蓄積状況に応じたシミュレーションを行うなどして水収支の

機構把握に努めることとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-2-2 流域の水収支のイメージ 

 
3-2-3．湿原植生の変化と地下水位の関係把握に向けた検討計画 

 湿原の地下水位は、湿原の保全に密接に関係している。 
 平成 16 年度は、湿原における既往の地下水位観測結果をとりまとめ、 

 地下水位分布 
 地表面と地下水位の相対的位置関係 
 降雨量や河川水位の変化に伴う地下水位の変動パターン 
等と“現状の植生”や“これまでに生じた植生変化”を対比するなどして、湿原植生の

変化と地下水位の関係把握に向けた検討を行うことを計画する。 
 また、前述した水循環系の保全に関する短・中期目標(案)を達成するためには、自然
の変化の状態を維持していたと考えられる時代の地下水位や施策着手後の地下水位を予

測する必要がある。そこで、このような予測を可能にする地下水位シミュレーションの

モデル構築に向けた検討にも着手することとする。 
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3-2-4．河川水環境の保全に向けた調査・検討計画 

 
１）目的 

 久著呂川における広い意味での流域対策(農家個別対策を含む)による栄養塩削減検討
と湿原内での栄養塩の挙動把握を行うものである。 

 
２）検討内容 

(1)原単位及び発生源別負荷量の妥当性の確認 

 他手法（発生源の実測データから原単位を算出）による原単位の妥当性の確認、原単

位を他流域に当てはめた場合の適合性について詳細に検証する。 
(2)栄養塩削減効果の検討 

 簡易モデルを用いて流域対策として考えられる沈砂池、緩衝帯、及び農家個別対策に

ついて以下のとおり検討する。 
・沈砂池効果：室内試験に基づく沈降試験等により除去効果を検討する。 
・緩衝帯効果：文献レベルによる検討と次年度の現地調査計画の立案を行う。 
・農家個別対策効果：家畜ふん尿施設整備による充足状況について調査を行う。 
(3)栄養塩類の湿原内での挙動把握 

 既往資料、文献及び有識者の聞き取り等により湿原内の栄養塩類に関する情報を整理

して調査すべきことの仕分けを行う。これは、湿原内の湧水（地下水）でリンが特異的

に高濃度であるとの最近の知見を踏まえたものである。 

 



-  - 33

3-2-5．東部 3 湖沼の水質保全に向けた調査・検討計画 

平成 15年度までの調査・検討では、主に次の事項を把握した。 
 塘路湖におけるアオコ発生の要因としては、硝酸態窒素の流入負荷量の大きさが

挙げられ、特にアレキナイ川の寄与率が高かった。 
 植物プランクトンの細胞数、クロロフィル a と栄養塩類の濃度は、塘路湖が最も
高く、次いで達古武沼が高かった。 

 達古武沼では、ベントス・昆虫相は浅い富栄養の海跡湖の貧毛類群集の特徴を示

した。 
今後の検討課題としては、 

 流入負荷量の詳細把握、軽減対策の検討 
 湖沼における生物の生息・生育環境の現状詳細把握 
 富栄養化現象の定量的なモニタリング手法の確立 
等が挙げられる。 
 そこで、平成 16 年度は、今後の富栄養化対策の検討に向けて、次の調査・検討を行
うことを計画する。 

 
(1) 3 湖沼の流入・出負荷量の詳細調査、湖沼を中心とした水・物質循環の現状把握 

 

(2)リモートセンシング解析によるモニタリング手法の確立 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)達古武沼流域環境調査 
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 (4)達古武沼内の理化学環境調査 




